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　我が国は、ウクライナの民主化・自
由化を推進し、地域の平和と安定に寄
与するために国際社会と協調しつつ、
同国に対する支援を行ってきた。
　そうした中、国際社会の懸命な努力
にもかかわらず、2月24日にロシア軍が
ウクライナへの侵略を開始した。
　ロシア軍による侵略は、同国の主権
及び領土の一体性への侵害、武力の行
使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、
力による一方的な現状変更を認めない
という国際秩序の根幹を脅かすもので、
断じて許されず、厳しく非難する。
　国においては、Ｇ7をはじめとする国
際社会と連携し、あらゆる外交手段を
駆使して、軍の即時撤収と速やかな平
和の実現に全力を尽くすことを強く要
請する。
　さらに、在留邦人の安全確保に取組
むとともに、国民生活への影響を最小
限に抑えることを併せて要請する。
　以上、決議する。

ロシアによるウクライナへの
軍 事 侵 略 に 対 す る 決 議

２月定例会　議案等の審議結果一覧

○令和４年定例会開会予定日○

６月定例会 ６月1０日(金)
９月定例会 ９月２日(金)
12月定例会 1２月２日(金)
※�上記は予定であり、事情により変更

される場合があります。

※○は会派代表者。　　※市議会では会派制をとり議会活動を行っています。なお、所属議員３人以上の会派を、議会運営委員の選出などができる交渉会派としています。
※さとうゆきの議員は、３月27日の市議会議員補欠選挙で当選しました。
（この会派別議員名簿は令和４年４月22日現在のものです。）
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議　案 第55号 市川市個人情報保護条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

56号 市川市特別職の職員の給与及び報酬並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

57号 市川市国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

58号 市川市廃棄物の減量、資源化及び適正処理等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

59号 令和3年度市川市一般会計補正予算（第14号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

60号 令和3年度市川市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

61号 令和3年度市川市介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

62号 令和3年度市川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

63号 令和3年度市川市下水道事業会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

64号 令和4年度市川市一般会計予算 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

65号 令和4年度市川市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

66号 令和4年度市川市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

67号 令和4年度市川市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

68号 令和4年度市川市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

69号 財産の減額貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

70号 財産の減額貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

71号 教育委員会委員の任命について（山元幸惠氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同　意

72号 固定資産評価員の選任について（稲葉清孝氏） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

諮　問 第 4 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（門倉惠三子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可答申

5 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（岩井浩志氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可答申

6 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（山本宏子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可答申

7 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（井上馨氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可答申

報　告 第36号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承　認

37号 専決処分の承認を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承　認

○議員提出

発　議 第42号 市川市手話言語条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

43号
自身の私設秘書とされる人物が逮捕され、懲役２年、執行猶予４年の判決が言い渡されたほ
か、自身の後援会事務所が家宅捜索を受け、これに関連して副市長２名を含む多くの本市職
員が千葉県警から事情聴取を受けたことにつき説明責任を果たさない村越祐民市長に対し、
説明責任を果たすよう求める決議について

× × ○ ○ × × × △ × × ○ 否　決

44号 介護職員の処遇改善に関する手続の簡素化と対象職種の拡大を求める意見書の提出につい
て ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

45号 地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書の提出について ○ ○ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

46号 消費税のインボイス制度（適格請求書等保存方式）の廃止を求める意見書の提出について × × ○ ○ × × × ○ × × ○ 否　決

47号 ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

48号 村越祐民市長に対し、市長職を辞するよう勧告する決議について × × ○ ○ × × × △ × ○ ○ 否　決

49号 松永修巳議長に対する不信任決議ついて（＊） ○ × × × ○ × ○ △ ○ × × 否　決

○その他

松井努議員に対する懲罰の件（＊） × ○ ○ ○ × ○ × △ × ○ － 可　決

鈴木雅斗議員に対する処分要求の件（清水みな子議員提出）（＊） × ○ ○ ○ × △ × △ × ○ － 可　決

鈴木雅斗議員に対する処分要求の件（増田好秀議員提出）（＊） × ○ ○ ○ × ○ × △ × ○ － 可　決

鈴木雅斗議員に対する処分要求の件（越川雅史議員提出）（＊） × ○ ○ ○ × ○ × △ × ○ 可　決

※出席した会派の議員全員が、賛成：○、反対：×、出席した会派の議員の一部が賛成・一部が反対：△、欠席：空欄
※地方自治法第117条により、（＊）については１名の議員が議事に参与していません。
※�会派名は採決時点のものです。なお、「市民の力」は、議案第71号、諮問第４号～７号、報告第36号・37号、松井努議員に対する懲罰の件、鈴

木雅斗議員に対する処分要求の件（清水みな子議員提出）、鈴木雅斗議員に対する処分要求の件（増田好秀議員提出）の採決時点では会派が結成
されていないため、「－」と表示しています。

※議案の全文及び議員別の賛否は市川市議会のホームページに掲載しています。


